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原 著

は じ め に

　Dual SC Screw System1）（以下 DSCS：Kisco 社）
（図１）は大腿骨頚部内側骨折用の内固定材料で，ス
クリューとバレルの二重構造を有している．この二重
構造により，術中のコンプレッションが可能で，術後
荷重により骨片間の動的圧迫負荷が可能となってい
る．また，スクリューとバレルは分離不能で，スク
リューの骨頭方向への迷入やバレルからの逸脱がな
く，スクリューのスライディングは 10 mmまでバレ
ル内で生じるため，スクリュー端の突出が生じにく
い．バレルはスレッドバレルと，1穴のミニプレート
が付いたプレートバレルの選択が可能となっている．
　近年，大腿骨頚部内側骨折に対して，DSCSを用い
た骨接合術について比較的良好な成績の報告が散見さ
れる． 当院でも，DSCSを用いた骨接合術を 2008年
より行ってきたので考察を加え報告する．

対象および方法

　大腿骨頚部内側骨折に対する骨接合術の当院におけ
る適応は，① Garden stage分類　stageⅠ，Ⅱの全
例 ，② Garden stage分類　stageⅢ，Ⅳで 65歳以下
の若年者，または高齢者で人工骨頭置換術をするには
全身状態が不良の患者としている．
　対象は 2008年 3月～ 2013年 2月に DSCSで骨接合
術を行った大腿骨頸部内側骨折 21例のうち，術後 3カ
月以上経過観察が可能であった 18例 （男性 4例，女性
14例）である．年齢は平均 65.4歳（25-96歳）．経過
観察期間は平均 11.2ヶ月（3-32ヶ月）であった．手術
方法は全例 2本のスレッドバレルスクリューを使用し
た．後療法は年齢と骨折型から，個々の症例で判断し
て実施した．調査項目は Garden stage分類 ，受傷か
ら手術までの待機日数，手術時間，免荷期間，合併症，
骨癒合率，骨頭壊死の有無，移動レベルの変化とした．
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結 果

　Garden stage分類ではⅠ：13例，Ⅱ：3例，Ⅲ：2
例，Ⅳ：0例 であった．
　受傷から手術までの待機日数は平均 4.1日（0-13
日），手術時間は平均 42.6分（26-59分），免荷期間
は平均 3.3週（3日 -8週）であった．全例骨癒合が
得られ，骨頭壊死の発生は認めなかった．術後 4カ月
で肺癌による死亡を 1例 に認めた．
　また，4例で移動能力の低下を認めたが，認知症が
強くリハビリテーションで協力が得られにくい症例で
あった．14例は受傷前の ADLを維持していた． 

図 1　Dual SC Screw（Kisco社）
スレッドバレル（上）とプレートバレル（下）

図 2-a　受傷時正面像

図 2- -e　術後 2年正面像

図 2-b　受傷時軸写像

図 2-f　術後 2年軸写像

図 2-c　術直後正面像

図 2-g　抜釘術後正面像

図 2-d　術直後側面像

図 2-h　抜釘術後軸写像
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症 例 供 覧

　症例①（図 2）：25歳　女性， Garden stageⅢ
　現病歴：自転車走行中に転倒受傷． 
　既往歴：特記事項なし
　受傷当日に牽引手術台にて骨折部を整復した上で，
スレッドバレルスクリュー 2本で固定した．術後は 6
週間免荷とし，その後部分荷重を行い 4週間かけて全
荷重とした．術後 10週で独歩可能となった．術後 2
年で明らかな骨頭壊死を認めず，本人の希望もあり抜
釘を施行した．スクリュー周囲の骨硬化像を認める
が，良好な骨癒合が得られていた（図 2-g，図
2-h）．
　症例②（図 3）：44歳　男性， Garden stageⅠ
　現病歴：段差に躓いて自己転倒し受傷．受傷 2日目

に当院受傷．
　既往歴：特記事項なし
　受傷 4日目に手術を施行した．症例①と同様に 2本
のスレッドバレルスクリューで固定した．術後 3日目
より部分荷重を開始し，術後 3週で全荷重とした．術
後半年で骨癒合は得られ，明らかな骨頭壊死の所見は
認めていない（図 3-e，図 3- f）．

考 察

　DSCSはスクリューとバレルの二重構造を有してお
り，スクリューの骨頭方向への迷入やバレルからの逸
脱がなく，バレル内で 10 mmまでのスライディング
が可能であるため，スクリュー端の皮下突出が生じに
くいとされている 1）．CCHS（cannulated cancellous 
hip screw）やハンソンピンを用いた大腿骨頚部内側

図 3-a　受傷時正面像

図 3-d　術直後軸写像

図 3-b　受傷時軸写像

図 3-e　術後半年正面像

図 3-c　術直後正面像

図 3-f.術後半年軸写像
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骨折の骨接合術後においては，スライディングに伴う
インプラントの外側への突出による疼痛を生じること
がしばしばみられるが，DSCSを用いたわれわれの症
例では全症例スクリュー端突出による疼痛は認めず，
DSCSのスクリューとバレルの二重構造が有用に機能
したと考えられる．加藤らは，大腿骨頚部内側骨折に
対するハンソンピンを用いた骨接合術において，36例
中 6例にピン突出部の疼痛を認めたと報告している 2）．
　また DSCSは固定性がきわめて良好であるため，
大腿骨頚部内側の高密度部位とスクリューの距離はあ
る程度許容できる範囲がある．そのため，比較的自由
な位置にスクリューを刺入できる利点があり，近年比
較的良好な成績が報告されている．2008年以降の
DSCSに関する諸家の報告をまとめたものを表 1に示
す 3 ～ 20）．諸家の報告での骨癒合率は平均で約 92.1%
であった．本研究では，全例骨癒合を得られ，短期で

はあるが骨頭壊死も認めなかった．併存症で死亡した
症例はあるものの，諸家の報告と比較しても良好な成
績であったと考える．
　また，大腿骨頚部内側骨折の骨接合術後の後療法・
荷重開始時期については一定の見解は得られていな
い．大西らは術後 3週以内に荷重した群，術後 8週以
降に荷重した群で比較し，骨頭壊死，偽関節の発生率
に差はなかったと報告しているが 21），山本らは，痛
みに応じて荷重を許可した群と 4週間の免荷群での
telescoping量は免荷群で有意に少なかったと報告し
ている 22）．本研究では免荷期間は個々の症例で判断
したが，平均 3.34週であった．諸家の報告と比べる
と，やや免荷期間が長かった印象はあるが，若年者と
高齢者では術後の負荷時期について分ける必要がある
と考えられ，後療法の再検討は必要と思われた．

報告年 報告者 症例数 骨癒合率 後療法 合併症 術式

2013 石井 72 88.89% 不安定型は 2-3週免荷， 
その他は術直後より全荷重

骨頭壊死 4偽関節 2
転子下骨折 1感染 1 プレートバレル

2013 平岡 18 100% 術直後より全荷重 カットアウト 1 スレッドバレル

2012 堤 13 100% 翌日より全荷重 術中骨折 2 プレートバレル 7
スレッドバレル 6

2012 神田 51 92% 記載なし
カットアウト 2
骨頭壊死 2骨頭穿孔 1
backout1転子下骨折 1

プレートバレル

2011 大澤 27 93% 手術翌日より荷重制限なし 偽関節 2骨頭壊死 1 プレートバレル

2011 飯田 31 93.50% 部分荷重開始 13.5日 
全荷重開始 43.4日 偽関節 2 スレッドバレル

2011 鎮西 52 96.20% 記載なし
骨頭壊死 3
カットアウト 1
スクリュー突出 2

プレートバレル

2011 諸岡 17 88.24% 術翌日より荷重制限なし 内反変形１骨頭壊死 1 プレートバレル

2010 竹本 22 91.00% 術翌日より荷重制限なし 偽関節 1骨頭壊死 1
腎不全 1 スレッドバレル

2010 小椋 27 85.20% ⅠⅡは早期に荷重， 
ⅢⅣは術後 6週免荷

骨頭穿孔 2骨頭壊死 1
再骨折 1 スレッドバレル

2010 大野 16 87% 術翌日より疼痛の範囲内で
荷重 内反変形１骨頭穿孔１ スレッドバレル

2010 石井 25 96% ⅠⅡは翌日より荷重， 
ⅢⅣは 2-3週免荷 骨頭壊死 2 スレッドバレル

2009 川上 28 93% 記載なし 偽関節 1骨頭壊死 1
カットアウト 2 プレートバレル

2009 山田 10 100% 手術翌日より疼痛の範囲内
で荷重 なし プレートバレル

2009 福田 16 62.50% 術翌日より痛みに応じた
荷重立位訓練

カットアウト 6
骨頭内反転位 2 スレッドバレル

2008 平中 17 100% 記載なし なし プレートバレル

2008 柳本 33 100% 手術翌日より荷重．
2週以内に全荷重 なし スレッドバレル

表 1　2008年以降の DSCSの報告 3～ 20）
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結 語

①  大腿骨頚部骨折に対して Dual SC Screw System
スレッドバレルを用いて骨接合術を行った 18例で
は，全例骨癒合を認め，短期ではあるが問題とな
る合併症を認めなかった． 

②  DSCSでは術後インプラント突出による痛みを認
めなかった．

③  荷重時期，後療法については再検討が必要と思わ
れた． 
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